
■   
森
の
昆
虫
の
世
界
に
目
を
向
け
る

　

遠
く
ま
で
広
が
る
山
脈
を
眺
め
な
が
ら
、
森

林
浴
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
の
は
と
て
も
気

持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。
で
も
、
森
の
魅
力
は

そ
う
し
た
大
自
然
の
広
が
り
だ
け
に
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
、
近

く
の
茂
み
や
枝
葉
の
中
、
足
元
の
落
葉
の
下
に

隠
れ
て
い
る
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
、
昆
虫
た
ち
の
小
さ
な
生
の
営
み
の
一

コ
マ
が
み
え
て
く
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

森
に
は
、
多
種
多
様
な
昆
虫
た
ち
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
目
に
つ
く
チ
ョ
ウ
や
ト
ン

ボ
、
セ
ミ
を
は
じ
め
、
ア
ブ
、
ハ
エ
、
ハ
チ
の

仲
間
た
ち
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
カ
ナ
ブ
ン
、
オ
サ

ム
シ
な
ど
の
甲
虫
類
、
そ
し
て
と
き
に
は
害
虫

に
も
な
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
や
カ
メ
ム
シ
、
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
の
仲
間
な
ど
で
す
。
そ
れ
ら
の
昆
虫

は
、森
の
林
冠
か
ら
、木
々
の
枝
葉
、樹
幹
の
中
、

林
床
の
落
葉
の
間
な
ど
、
森
の
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
を
利
用
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

昆
虫
た
ち
が
森
の
中
で
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
る
の
か
、
実
は
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

現
代
で
は
、
開
発
に
よ
る
地
形
や
環
境
の
変

化
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
条
件
の
変
化
な

ど
が
森
の
生
き
も
の
た
ち
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
森
林
の
生
態
系
に
影

響
を
与
え
る
外
来
生
物
の
侵
入
、
そ
し
て
森
林

の
樹
木
や
栽
培
き
の
こ
な
ど
に
被
害
を
も
た
ら

人の手が入らない森林では、自然生態系が形づくられ、
木 を々食べる昆虫たちも、天敵たちとの食物連鎖のなかで
バランスを保って生きています。とはいえ、もともと日本にいなかった
外来昆虫がひとたび侵入してしまうと、自然生態系を攪

かく

乱
らん

したり、
樹木の病原菌を媒介したりして、本来の自然環境や林業・林産業に甚大な被害を
及ぼしかねません。そうした外来昆虫や在来の害虫を防除するために、
森林総研では、フィールド調査に加えて、研究室内で飼育をしながら
観察や実験を行っています。そんな研究の一端をご紹介しましょう。
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特集◉ ナナホシキンカメムシは、沖縄島な
ど亜熱帯に生息する在来のカメム
シ。3月後半から 4 月はじめに、オ
オバギなどの木の上でオスとメスが
出会い、求愛行動を行う。そのときに、
振動や化学物質など、さまざまな感
覚に作用する刺激を使ったコミュニ
ケーションを行っていることが、観
察と研究からわかってきた。

研究の背景

飼育と観察
野外での調査では、高い樹上

や天候などによる困難を伴う

ので、研究室内での飼育と観

察を試みた。その結果、行動

の再現や数値化といった、く

わしい調査ができた。
わかったこと

求愛行動でオスがみせる振動

ダンスには、いくつかのパター

ンがあることがわかった。また

振動以外にも、交尾に至るまで

には、オスの体色や匂い、味

など複数の刺激の組み合わせ

が重要なこともうかがわれた。

研究室で飼育したナナホシ

キンカメムシは、近い距離

で観察しやすい。

自然のフィールドでは、ときに3メートル以上の

高さの葉の上で求愛行動が行われることもあり、

それを観察するのは、とてもむずかしい。

葉の上を舞台に、ペアを形成

し、まるでダンスのように身

体をふるわせ合うカメムシの

行動の意味を明らかにするた

めに、詳細な行動観察を行っ

た。

飼育容器の中に水挿しにしたア

カギを入れ、冷凍保存したアカ

ギやオオバギの実を与える。ピー

ナッツやカシューナッツなども

食べる。繁殖行動を観察するた

め、その時期の南西諸島の気温

や日長条件を再現して飼育した。

オスのステップとモーション
（視覚シグナル）

オスの腹部振動
（振動感覚シグナル）

口
こう

吻
ふん

の接触
（化学感覚/触覚シグナル）

触角同士の接触
（化学感覚/触覚シグナル）

オスの打撃振動
（振動感覚シグナル）メスへの接近

受入姿勢の提示

メスの腹部振動
（振動感覚シグナル）

段階①デュエット

段階④交尾

500ms
1mm/s

♂

♂♀

♂
♀

♀
♂

1000ms

10mm/s

♂♀

♀ ♂

段階②コンタクト

段階③交尾準備

栽培植物のクワズイモの葉の上や、飼育容

器で行動を観察した。右の写真は、ペッ

トボトルのふたにリンゴジュースを含ま

せた脱脂綿を入れて給餌しているところ。

YouTubeで
動画公開中
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カメムシ
ナナホシキンカメムシ



マツ枯れで枯れたマツ

産卵を確認したら、丁寧に樹皮

をはがして卵をとりだし、濡
ぬ

ら

したろ紙の上で孵
ふ

化
か

させる。

自然界では、孵化した幼虫は、

マツの枯れ木の中で内樹皮や材

を食べて成長する。

どのような餌を好むかの実験

アシジロヒラフシアリに人工巣を

つくらせて、砂糖水、蜂蜜水、ピー

ナッツクリーム、市販のベイト剤

などいくつかの餌を与え、どれを

好むか調査した。

野外で実験（写真：岩本和真さん提供）

オス1匹と昆虫ゼリーを入れたトラップを設

置したところ、それぞれに複数の野生個体が

おびき寄せられてきた。

実験のために採集した幼虫（左）。1匹ずつプラ

カップに分けて朽木フレークを入れ、4月から

飼育室の温度を25℃にして管理。

フラスコにマツの内樹皮や針葉を

すりつぶしたものを含む人工飼料

を入れて幼虫を飼育する。

蛹
さなぎ

を濡れたろ紙の上に置い

ておくと2週間で羽化する。

羽化したカミキリムシを

マツの枝の樹皮を餌に個

体飼育する。

卵

わかったこと

わかったこと

す
害
虫
の
増
加
や
分
布
の
拡
大
な
ど
で
す
。
今

後
温
暖
化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま
す
ま

す
被
害
を
抑
え
る
対
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
不
可
欠

な
の
が
、
昆
虫
た
ち
の
生
態
の
解
明
で
す
。
森

林
に
生
息
す
る
昆
虫
に
つ
い
て
、
い
ま
ど
の
よ

う
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
い
く

つ
か
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

■   

昆
虫
の
生
態
を
知
る
た
め
に

　

昆
虫
の
生
態
を
知
る
た
め
に
は
、
実
際
に
森

へ
行
き
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
う
の
が
基
本

で
す
。
し
か
し
、
野
外
で
行
う
調
査
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
が
伴
い
ま
す
。
高
い
木
々
の
樹

冠
近
く
に
生
息
す
る
昆
虫
を
観
察
す
る
こ
と
は

き
わ
め
て
困
難
で
す
。
ま
た
、
動
き
ま
わ
る
昆

虫
を
追
跡
し
て
観
察
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
研
究
の
現
場
で
は
、
最
初

に
森
林
生
態
系
へ
の
影
響
、
樹
木
や
栽
培
き
の

こ
へ
の
被
害
の
状
況
を
調
査
し
た
あ
と
、
目
的

と
す
る
昆
虫
の
卵
や
幼
虫
、
成
虫
を
採
取
・
捕

獲
し
て
研
究
室
へ
持
ち
帰
り
、
飼
育
し
な
が
ら

観
察
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

ナ
ナ
ホ
シ
キ
ン
カ
メ
ム
シ
（
▼
P.9
）
で
は
、
長

期
間
、
身
近
で
観
察
で
き
る
よ
う
に
飼
育
し
な

が
ら
調
査
を
続
け
る
こ
と
で
、
振
動
を
使
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
端
を
解
明
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
た
に
研
究
を
始
め
る
昆
虫
の
ほ
と
ん
ど
は
、

そ
の
生
態
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
調
査
し
て
、
近
縁
種

の
生
態
を
参
考
に
し
な
が
ら
飼
育
法
を
模
索
し
、

飼
育
計
画
を
立
て
る
こ
と
か
ら
研
究
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

■  

飼
育
・
観
察
か
ら
み
え
て
く
る
防
除
方
法

　

マ
ツ
を
枯
ら
し
て
し
ま
う
マ
ツ
枯
れ
（
正
式
に

は
マ
ツ
材
線
虫
病
）
の
原
因
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
外
来
の
線
虫
で
す
が
、
そ
れ

を
媒
介
す
る
の
が
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
で

す
。
か
つ
て
は
、
マ
ツ
を
食
べ
る
昆
虫
が
マ
ツ

枯
れ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
、「
松
く
い
虫
」
と

呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昆
虫
の
生
態

を
調
査
研
究
す
る
こ
と
で
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
は
線
虫
を
媒
介
す
る
役
目
を
担
っ
て
い

る
こ
と
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
線
虫
を
媒
介
す
る
仕
組

み
、
近
縁
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
線
虫
媒
介
能
力

や
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
振
動
に
対
す

る
感
受
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
た
新
し
い
知

見
も
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と

に
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
線
虫
媒
介
防

止
技
術
、
お
よ
び
天
敵
微
生
物
や
振
動
等
に
よ

る
化
学
農
薬
を
使
わ
な
い
防
除
技
術
の
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。「
研
究
の
森
か
ら
」（
▼
P.  

14
～

15
）
は
そ
の
一
例
で
す
。

　

現
代
で
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
よ

う
に
海
外
か
ら
や
っ
て
き
た
外
来
種
に
よ
る
被

害
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
外
来
種
の
生
態
は
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、防
除
す
る
に
あ
た
っ

マツノザイセンチュウ

マツの樹体内で移動・増殖することで、

幹の中での水の流れを阻害し、マツを

枯らしてしまう。

飼育箱に餌となるマツの枝を入れ、雌雄

のカミキリムシを放ってペアにして交尾

させる。

メス成虫にマツの丸太を与えて産

卵させる。

森の昆虫
飼育と観察

Ⅱ

特集◉

成虫が生きたマツの

枝の樹皮を食べると

きや、弱ったマツの

幹に産卵するときに

線虫が感染する。

自然界では1世代に

1年（寒冷地では場合

により2年）かかるが、

室内飼育では8か月

に短縮できる。
マツの枯れ木を割っ

て幼虫を採集し、人

工飼料で飼育するこ

ともできる。

振動を感知する感覚器

研究の背景

研究の背景

北米から日本に持ち込まれた

外来の線虫であるマツノザイ

センチュウと、それを媒介す

るマツノマダラカミキリの関

係を解明し、防除につなげる

研究が続けられている。

駆除するためには、おびき寄

せて殺虫するベイト剤が有効

だが、これまでのベイト剤で

は、外来種への効果が低いこ

とから、新しいベイト剤の開

発が必要となった。

飼育と観察

飼育と観察
野外でアリの巣の中をのぞき

見るのは困難。実験室の巣箱

にすまわせることで、個体同

士のやりとりや餌への動員を

観察しやすくなり、効果的な

ベイト剤を開発できた。

飼育して観察することで、マ

ツノマダラカミキリがどのよ

うな生活環を送り、どのよう

にしてマツノザイセンチュウ

を媒介しているのかが明らか

になった。

カミキリムシを飼育して、振

動にどのような反応を示すか

観察し、脚にある感覚器を特

定した。その感覚器の機能

と振動に対する行動をコント

ロールすることで防除につな

げる研究なども続けている。
砂糖水、蜂蜜水、ピーナッツ

クリームなど、いくつかエサ

を与えてみたところ、糖分に

富む液体状の餌を好むことが

わかり、新たなベイト剤の開

発につながった。
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マツノマダラカミキリは、もともと日
本に生息するカミキリムシで、弱った
マツの木に産卵して、幼虫はその材を
食べて暮らしてきた。マツノマダラカ
ミキリだけであれば、枯れ木の分解
に関わる生態系の一員だったが、そ
こへ外来の線虫がやってきたことで、
日本各地につぎつぎとマツを枯らす
マツ枯れを広げてしまった。

アシジロヒラフシアリは、熱帯アジ
アが原産の外来種。人為的に南西諸
島などに持ち込まれたことが知られ
ていたが、近年、伊豆諸島の八丈島
で家屋に侵入して電気設備を故障さ
せるなどの被害が出たことから、防
除対策が求められている。

つくば市内の小学生から、カブトム
シの飼育箱に他のカブトムシが集
まってくると相談を受け、フェロモ
ンを使って仲間を呼び寄せている可
能性を一緒に検証したところ、オス
はエサをみつけるとフェロモンを出
して仲間を呼び寄せているらしいこ
とがわかった。

カミキリムシ
マツノマダラカミキリ

アリ
アシジロヒラフシアリ

カブトムシ
自由研究を支援
新たな発見へ



ドロバチ
アトボシキタドロバチ

茎を掘って巣をつ

く
る

キノコバエの幼虫に産卵する
シイタケハエヒメバチ

わかったこと

わかったこと

わかったこと

飼育と観察

て
も
、
餌
の
好
み
な
ど
基
本
的
な
生
態
か
ら
調

査
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
帯
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
の
南
西
諸
島
へ
持
ち

込
ま
れ
て
広
が
っ
た
ア
シ
ジ
ロ
ヒ
ラ
フ
シ
ア
リ

（
▼

P.11
）
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ア
リ
に
使
わ
れ

て
い
た
市
販
の
ベ
イ
ト
剤
（
昆
虫
が
好
む
餌
や
匂
い

を
使
っ
て
お
び
き
寄
せ
て
殺
虫
し
た
り
、
殺
虫
成
分
を

巣
に
持
ち
帰
ら
せ
て
駆
除
す
る
薬
剤
）
が
効
か
な
い

こ
と
が
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
飼
育
箱
に
巣
を
つ
く
ら
せ
て
砂
糖
水

や
蜂
蜜
水
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ク
リ
ー
ム
な
ど
い
く

つ
か
の
餌
を
用
い
て
実
験
し
た
と
こ
ろ
、
糖
分

に
富
む
液
体
状
の
餌
を
最
も
好
む
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
毒
餌
へ
の
食
い
つ
き
状
況

や
中
毒
症
状
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
ベ

イ
ト
剤
の
開
発
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
ま
で
は
、
同
種
に
よ
る
家
屋
へ
の
侵
入

等
の
被
害
が
出
て
い
た
八
丈
島
な
ど
で
、
新
し

く
開
発
さ
れ
た
ベ
イ
ト
剤
が
自
治
体
向
け
に
製

品
化
さ
れ
、
駆
除
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

ア
リ
な
ど
の
家
庭
害
虫
の
場
合
は
、
薬
剤
で

の
防
除
が
効
果
的
で
す
が
、
林
業
や
林
産
業
の

現
場
で
は
、
広
大
な
地
域
に
薬
剤
防
除
を
施
す

こ
と
は
現
実
的
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

昆
虫
た
ち
の
生
態
を
調
査
し
た
う
え
で
、
ど
の

よ
う
な
防
除
法
が
最
も
効
果
的
か
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
モ
ミ
ハ
モ
グ
リ
ゾ
ウ

ム
シ
の
場
合
、
落
葉
し
た
葉
の
中
で
１
年
の
大

半
を
暮
ら
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
林
床
の

落
葉
か
き
が
防
除
の
助
け
に
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
場
合
、

被
害
を
近
隣
の
健
全
な
森
に
広
げ
な
い
た
め
に

は
、
そ
の
周
辺
の
帯
状
の
区
域
の
木
だ
け
に
薬

剤
を
樹
幹
注
入
す
る
こ
と
で
被
害
の
拡
大
を
防

げ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

菌
床
栽
培
シ
イ
タ
ケ
に
被
害
を
及
ぼ
す
ナ
ガ

マ
ド
キ
ノ
コ
バ
エ
類
で
は
、
そ
の
幼
虫
に
寄
生

す
る
ハ
チ
を
み
つ
け
た
こ
と
で
、
天
敵
を
使
っ
た

防
除
の
可
能
性
が
開
か
れ
ま
し
た
。

■   

地
道
に
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

　

飼
っ
て
い
た
カ
ブ
ト
ム
シ
（
▼

P.11
）
に
他
の
カ

ブ
ト
ム
シ
が
集
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
疑
問
に
感

じ
た
小
学
生
が
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
発
見
し
た
よ
う
に
、

飼
育
し
て
み
る
こ
と
で
初
め
て
わ
か
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

キ
ン
カ
メ
ム
シ
の
求
愛
ダ
ン
ス
の
調
査
は
、

昆
虫
た
ち
の
振
動
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
解

明
に
つ
な
が
り
、
昆
虫
の
振
動
利
用
を
逆
手
に

と
っ
た
防
除
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ロ
バ
チ
（
▼

P.12
）
と
ダ
ニ
と

の
関
係
を
研
究
し
た
こ
と
が
、
生
物
同
士
の
思

わ
ぬ
関
係
の
発
見
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
地
球

温
暖
化
が
進
み
、
自
然
生
態
系
や
森
林
樹
木
へ

の
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
被
害
が
広
が
り
つ
つ
あ
る

現
代
に
お
い
て
、
昆
虫
た
ち
の
生
態
の
解
明
は
、

自
然
と
の
共
生
を
模
索
す
る
未
来
へ
向
け
て
欠

か
せ
な
い
研
究
分
野
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

森の昆虫
飼育と観察

Ⅱ

特集◉

モミの枯れた葉の中の幼虫

1年の大半を葉の中ですごす。

ゾウムシの被害にあったモミ

長崎県の雲仙や、岩手県のモミ人工林で、

多くの木を枯らす被害がでた。

モミの落葉の中で蛹になった

落葉からとりだして撮影した。

カイガラムシは、カメムシなどの仲
間の昆虫で、植物に口針を刺して樹
液を吸って暮らしている。そのため、
樹木の害虫となることが多い。カツ
ラマルカイガラムシは、クリの害虫
として知られていたが、近年、コナ
ラなどの広葉樹にも広がっている。

獲
物

で
あ

る
ガの幼虫を巣に運ぶ

研究の背景

気候変動等の影響で、かつて

は被害のなかった地域に広が

る可能性があることから、防

除法の開発のために、飼育・観

察することで、生態の解明が

求められていた。

飼育と観察
フィールド調査では、高い樹

上での採取はむずかしいので、

落葉を採取して、逆光をあて

透かし見ることで、幼虫の有

無を確認した。幼虫は葉の中

で蛹になる。

飼育と観察

食品用のプラカップに、濡ら

したろ紙と、菌床のかけら、

キノコバエの幼虫を入れて羽

化させることで、寄生バチと

の関係を観察している。

6月中旬から7月中旬にかけ、

成虫は地表に落ちた葉から羽

化し、8月下旬にかけて樹上の

新しい葉を食べたり産卵した

りして、その年の葉を落とす

ことがわかってきた。

飼育と観察を続けることで、

ダニが、ドロバチの幼虫に寄

生する天敵の寄生バチを攻撃

することがわかった。ドロバ

チは、子を守る用心棒として

ダニを運んでいるのだろう。

カツラマルカイガラムシを育

てて観察するには、クリの苗

が最も簡単だが、検証の結果

バターナッツカボチャを使う

と最長で3世代目の幼虫出現ま

で観察できることがわかった。

研究の背景
これまでその生態はあまり知

られていなかったが、岩手県

のモミ人工林で多くの木を枯

らす深刻な被害をもたらした

ことから、生態の解明と防除

法の確立が求められていた。

ナガマドキノコバエ類は、栽培シ
イタケの害虫で、幼虫が菌床や
シイタケを食べたり、商品のシイ
タケに異物として混入してしまっ
たりする。飼育して生態を観察
する中で天敵となる寄生バチを
発見し、防除への活用が研究さ
れている。
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ゾウムシ
モミハモグリゾウムシ

ハエと寄生バチ
ナガマドキノコバエ類
ハエヒメバチ類

カイガラムシ
カツラマルカイガラムシ

モミハモグリゾウムシは、日本産の
ゾウムシで、7 〜 8 月頃モミの葉に
産卵。幼虫は葉に潜りこんで落葉さ
せ、林床に落ちた葉の中で越冬して
翌年 6 月まで 10カ月近くを葉の中
ですごす。6 〜 7月に蛹から羽化し
た成虫がモミの葉を食べて産卵する。

アトボシキタドロバチは、セイタカア
ワダチソウなどの茎の髄に孔を掘って
卵を産み、ガの幼虫を詰めて子の餌に
するハチの一種。おなかや背中などに
ダニを運ぶ穴をもっていることで知ら
れる。ダニは、孵化したドロバチの幼
虫の体液も吸うのに、なぜ、わざわざ
ダニを運ぶのだろうか？飼育箱

水のみ場

砂糖水（ハチの栄養）

乾いた土
（巣をつくる

材料）

セイタカアワダチソウの
枯れ茎

ハチの獲物が付いた葉

0.1mm

ダニを運ぶポケット

用心棒のダニ

ナガマドキノコバエ類の成虫

きのこの害虫
ナガマドキノコバエ類の幼虫

バターナッツカボチャで
飼育中のカイガラムシ

メス成虫 幼虫
菌床栽培のシイタケ

YouTubeで
動画公開中

YouTubeで
動画公開中


